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論文の内容の要旨 
吉田伊津美氏の博士学位論文は、幼児期にふさわしい運動指導のあり方を明らかにするために、
幼児の運動能力と運動指導および運動経験との関係を検討したものである。本論文では 3つの研究
課題を設け、6つの研究を実施している。その要旨は以下のとおりである。 
本論文の研究背景として、第 1章では幼児期の運動発達の実態と課題について先行研究を概観し、
第 2章では保育・幼児教育における運動の位置づけと、本論文における遊びの定義づけをしている。
幼児の運動指導に関するこれまでの介入研究は主に運動技能の向上に着目した研究で、幼児期に望
ましい遊びとしての運動指導に関する研究はわずかしかない。第 3 章ではこれらの背景を踏まえ、
本論文全体の目的は、幼稚園での運動指導の実態を明らかにした上で、幼児の運動能力におよぼす
運動指導（遊び要素）と運動経験（運動パターン）の影響を明らかにすることであると述べている。 
第 4 章（研究 1）から第 6 章（研究 3）では、幼稚園での運動指導の実態と運動指導に対する保
育者の認識を明らかにしている。第 4章研究 1では、幼児の健康や体力づくりに対する幼稚園の認
識と園での運動指導の実態を明らかにするために全国 43 の幼稚園を対象に質問紙調査を行ってい
る。ほとんどの幼稚園で子どもの健康や体力に対して配慮がなされ、戸外での遊びや運動遊びなど
を心がけた指導が行われていたが、多くは運動指導者によるスポーツ種目など特定の活動が中心で、
保育者は運動を特別なものとしてその指導を運動指導者にまかせている傾向を明らかにしている。
この結果を受け第 5 章研究 2 では、研究 1 の対象園より 4 園(一斉保育中心 2 園、自由遊び保育中
心 2園)を抽出し、保育形態による運動指導内容の相違を明らかにすることを目的として保育場面で
の観察とインタビューを行っている。研究 2では一斉保育中心よりも自由遊び保育中心の園の方が
子どもの自己決定が高く遊びとしての運動を行っていること、出現する運動パターンと観察される
遊びの種類も多いこと、また一斉保育中心の園は限られた活動の中で画一的なかかわり方をしてい
-２ 
るのに対し、自由保育中心の園は子どもの取り組みに対して個別に評価するという質的な相違を明
らにしている。そして第 6章研究 3では、このような指導方法の相違が生じる背景を明らかにする
ため幼稚園教諭 638名を対象に質問紙を行っている。その結果、運動技術指導志向の高い幼稚園教
諭ほど運動指導者に対する満足度も高く、幼稚園教諭の運動のとらえ方や幼児の運動発達について
の理解が望ましいものではなく、これは養成段階の学習が関係している可能性を指摘している。 
第 7 章（研究 4）と第 8 章（研究 5）では、幼児の運動能力に影響をおよぼす要因について運動
指導と運動経験から明らかにするため、全国 66幼稚園の 3～5歳児クラスの担任 409名を対象に子
どもの行動傾向に関する質問紙調査、基礎的運動パターン、MKS幼児運動能力検査を行っている。
第 7 章では、運動能力と遊び要素、子どもの行動傾向との関係を明らかにすることを目的に研究 4
を行っている。運動指導者中心に行われている一斉指導型の運動指導より、子どもの自己決定を尊
重した遊びとしての運動の方が運動発達にとって効果的であること、運動能力と自信や積極性など
の行動傾向に明確な関係を見出し、子どもの自己決定を尊重する遊びとしての運動経験が子どもの
行動傾向に大きく貢献していることを明らかにしている。第 8章研究 5では、運動能力と運動経験
との関係を基礎的運動パターンに着目し、多様な運動パターンの経験が運動発達に貢献しているこ
とを明らかにしている。研究 5では、運動能力各種目が様々な運動パターンと有意に関係している
ことを示し、幼児の運動能力が未分化であるという先行研究の成果を支持する結果を得ている。ま
た、運動能力の低い幼児に多くみられるいくつかの非移動系の運動パターンがあること、3 歳児は
5 歳児と異なり保育者がある程度リードすることで多様な運動パターンを経験しており、年齢によ
る指導形態に違いがみられる可能性を見出している。 
第 9章では補完的研究として、幼児期の多様な動きの経験の意義を発達的な立場から位置付ける
ために、幼児期の運動遊びと小学校低学年体育で観察される基礎的運動パターンの関係を明らかに
することを目的に研究 6を行っている。公立幼稚園と併設する小学校各 1校園の 4-5歳児および 1-2
学年クラス担任計 19 名により子どもにみられる基礎的運動パターンが評価され、幼児期には頻度
の高い運動パターンの増加がみられた一方、1 学年は限定された動きしか観察されず、動きの経験
からは発達の連続性がみられないことから小学校低学年体育の課題を指摘している。 
第 10 章では、総合的考察として本研究での成果をふまえ、幼児期にふさわしい運動指導のあり
方を論じ、また本研究論文が保育・幼児教育にもたらす意義について述べている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本論文は、保育・幼児教育における運動指導のあり方を遊びと運動経験（運動パターン）に着目
して明らかにしたものである。幼児教育の基本である遊びに対するとらえ方の曖昧さを指摘し、子
どもの自己決定を遊び要素ととらえることで、遊びとしての運動が幼児期の運動発達にはもっとも
効果的であることを明らかにしている。このことは、遊びとしての運動指導の重要性を示す明確な
根拠となるだけでなく、具体的な指導の視点を示すことを可能にしたといえ、保育学研究における
学問的意義は大きい。また、幼児期の運動能力が未分化であるとするこれまでの研究成果を支持す
る結果や、保育者の技術指導志向の認識と養成段階の学習との関連および学年による指導形態の異
なる可能性について課題を明確にしたことも本研究の重要な成果として認められる。さらに、運動
経験について発達的な視点から幼小の関連を考察した点は、小学校低学年体育における活動内容の
再考にも寄与し、本研究成果は体育科教育学、発育発達学でも活用されることが期待され、十分な
学術的水準に達していると評価される。以上、本論文は研究の意義、独自性、妥当性、研究成果、
論文のまとめ方において、博士論文としての水準に達していると判断できる。 
平成 29 年 1 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
